











いるWebで の掲示板 を用いた授業 を調査対象
とする。そこでおこなわれた授業および受講者
の評価を通 して、受講 した学生の変化 について
分析 し、情報通信機器を用いる授業のあ り方に
ついて考察 していく。







本部(以 下IT戦 略本部と略す)が 発表 した
e-Japan戦 略のなかで、学校によるIT教 育体
制の強化は明記 されている。(注1)そして、同年












































一← 携帯電 話(イ ンターネッ ト対応型含む)一 鶲一パ ソコン
15
(年末)
図1情 報 通 信 機 器 の 保 有 率(世 帯)の 推 移
(出 典)総 務 省 「平 成16年 版 情 報 通 信 白書 」
(http:〃www.johotsusintokei.soumu.goJp!whitepaperljalh161index.html)より作 成
12 13 14(年 末)

























限が ある通信 教育 にお い て は















る程度教 える時 間がかか る項 目であって も、時
間や空 間の制 限が ないため に受講す る学 生が好
きな ときに学習す ることが可能 になるた め、学
生 の学習意欲 を促進 しうる と考 えられ る。 グラ
ンビ ガー(Grabinger,1996)に よれ ば、学 習
環境 をめ ぐる取 り組 み として、活動 的な学 習の
た め の 豊 か な 学 習 環 境(RichEnvironments
forActiveLearning:REAL)とい う考 え方が

















































び2004年4月 ～7月 で、評価アンケrの 質問



































1回 目2回 目3回 目4回 目5回 目6回 目7回 目8回 目9回 目10回 目
一脚2003年 度 噸 一2004年 度
図3出 席率の推移


















































































図6出 席別 受講 前の 印 象
(x2=4.867,df=2,p<0.1)
図7受 講 後 の 印 象
(xZ=0.741,df=2,p=0.690)
























図9受 講 生 の 自 己 評 価
(xz=8.234,df=5,p=0.144)



















































































































(注1)首 相 官 邸 「e-Japan戦 略 」
(http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/
kettei/010122honbun.html)2001
(注2)首 相 官 邸 「e-Japan重 点 計 画 」
(http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/
kettei/010329gaiyou.html)2001
(注3)小 柳 和 喜 雄 「教 育 メ デ ィ ア と環 境 」 西 之 園 晴
夫 ・宮 寺 晃 夫 『教 育 と方 法 の技 術 』ミネル ヴ ァ
書房2004pp.196～203
(注4)ブ ル ー ム 『す べ て の子 ど もに た しか な学 力 を』
稲 葉 宏雄 ・大 西 匡哉 訳 明 治 図書1986
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